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マキノ北小学校

閉
校

こ 

の
３
月
を
も
っ
て
長
い
歴
史
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
『
マ
キ

ノ
北
小
学
校
』『
マ
キ
ノ
北
小
学
校
在
原
分

校
』
そ
し
て
『
今
津
西
小
学
校
』。

　

地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
の
教
育
の
拠
点
と

し
て
、
人
材
育
成
の
場
で
あ
る
と
共
に
、
か

け
が
え
の
な
い
「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し

て
長
き
に
わ
た
り
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た

学
校
。
数
多
く
の
想
い
出
を
つ
く
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
は
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う  

―
―
―

　

学
校
、
そ
し
て
携た
ず
さわ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
の

想
い
を
込
め
て
・
・
・
。

今津西小学校

たくさんの　想い出を　ありがとう

主
な
内
容・春を迎える今！   禁煙スタートしましょう ……�

・高島市への移住＆Ｕターン !!  フォーラム ……❼ ・〔環境センター〕
　　第三者委員会による最終報告書まとまる… �
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この春から、マキノ北小はマキノ東小へ、今津西小は今津東小に統合されます。
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豊
か
な
自
然
と

温
か
い
地
域
に
支
え
ら
れ

確
か
な
学
び
と

自
治
の
精
神
が
息
づ
く
学
校

　
マ
キ
ノ
北
小
学
校
な
ら
び
に
マ
キ
ノ

北
小
学
校
在
原
分
校
は
、
開
校
し
て
以

来
１
４
１
年
の
長
い
歴
史
を
刻
み
、
約

３
０
０
０
有
余
人
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。

　
当
校
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
、
児
童
の
指
導
・
育
成

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
学
校
田
を
利
用
し
た
食
育
学

習
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
植
え
、
収
穫

に
至
る
ま
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

な
っ
て
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、
収
穫

後
に
は「
実
り
の
ま
つ
り
」と
題
し
て
、

お
餅
つ
き
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
食
育

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
然
の
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
、
地
域

の
良
さ
や
課
題
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
に

マ
キ
ノ
北
小
学
校

昭和 29 年本校舎前にて在原分校

誇
り
を
も
っ
て
自
己
の「
志
」に
向
か
っ

て
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち

の
育
成
の
た
め
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
行
事
と
な
り
、
毎
年
地
域
の
皆
さ
ん

や
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
マ
キ
ノ
北
小
学
校
。
そ
し
て
、
マ
キ

ノ
北
小
学
校
在
原
分
校
。
地
域
と
共
に

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
数
多
く
の
想

い
出
を
残
し
て
く
れ
た
学
校
。

　
長
い
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

閉
校
式
を
開
催
し
ま
す

　
次
の
日
程
で
マ
キ
ノ
北
小
学
校
閉

校
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
卒
業
生
や
恩
師
に
よ
る
「
思
い
出

を
語
る
」
コ
ー
ナ
ー
や
児
童
の
音
楽

発
表
、
思
い
出
の
写
真
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
、
茶
話
会
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
卒
業

生
、
元
職
員
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時

３
月
29
日
日

マ
キ
ノ
北
小
学
校
体
育
館

13
時
30
分
～

場
所

明治６年 明治７年 明治 19 年 明治 41 年 大正５年 昭和 16 年 昭和 22 年 昭和 30 年
滋賀県第 40
小学校　本校

（山中）
要道学校
（山中）

簡易科
鞆結小学校 剣熊尋常

小学校
剣熊尋常

高等小学校
本校

（小荒路）

剣熊
国民学校

本校

剣熊
小学校
本校

マキノ
北小学校

本校第４分校
（在原） 簡易科剣熊

北小学校
（在原）

第４分教場
（山中）

明治８年
第１分校

（小荒路） 剣熊学校
（野口）

第３分教場
（上ノ山）

第１分教場
（在原）

在原
分教場

在原
分校 在原分校

第２分校
（牧野） 簡易科

剣熊小学校
（小荒路）

第１分教場
（在原）

第２分教場
（国境）

路原
分教場

路原
分校 路原分校

第３分校
（上開田）

第２分教場
（国境） 　

←題字は、在校生の
子どもたちに一文字
ずつ書いていただき
ました。

　在原分校出身の私は、大きな行事
などの時、歩いたり国鉄バスに乗っ
て通いました。
　運動会の時は最後の種目がいつも
部落（地区）対抗リレーでしたが、

マキノ北小学校ＰＴＡ
会長　小寺  末次  こてら すえつぐ

マキノ北小学校統廃合準備委員会
委員長　本田  信幸   ほんだ  のぶゆき

マキノ北小学校
校長　桂田  浅義　かつらだ　あさよし

マキノ北小学校
児童代表  ６年  小多  沙奈  おだ さな

　今では理解しているとは言うもの
の、やはり生まれ育ったマキノの北
地区から子どもたちの声が聞こえて
こなくなる寂しさは、きっとこれか
らますます増すものと思います。
　時代の流れと共に仕方が無い事と
むなしさがこみ上げてきます。北地

　私はマキノ北小学校最後の卒業生と
なります。閉校と言われても実感がわ
きません。
　でもよく考えてみると、今まで先輩
方が遊びに来てくださったり、運動会
にボランティアで参加してくださった

　マキノ北小学校区では、１４１年以
上にわたり、地域の子どもは地域で育
てようという熱い思いが脈々と受け継
がれ、子どもたちのためならと労を惜
しまない支援が続いてきました。
　閉校に伴い、北小学校を介した子ど分校は児童数も少なく出場できず、帰りのバスのことも

あり、最後まで参加できず残念な思いをしましたが、私
が６年の時メンバーが揃い出場でき、しかも優勝したの
です。非常に嬉しかったことを想い出します。
　あれから 50 年余。北小が閉校になることは誠に寂し
い限りです。

区の子どもたちが臆することなく誇りをもち、より多く
の友達と楽しく過ごせることを願うばかりです。

もたちを育てる場は無くなりますが、地域づくりの場を通
して、今後も地域の良さを知る地域の担い手づくりが継承
されるよう願ってやみません。

りしたことを私たちはできません。そう思うと本当に学校
がなくなってしまうんだなあと、とてもさびしくなります。
４月からは新しい学校に通うけど、マ北での思い出を忘れ
ずがんばりたいです。

マキノ北小学校 の 歴史
明治５年
学制制定

明治 41 年
学制改革

昭和 16 年
国民学校令公布

昭和 22 年
学制改革（６・３制教育開始）

平成 13 年休校

昭和 57 年廃校

（上開田）

大正 11 年頃  校舎前で
昭和 33 年頃の修学旅行

昭和 40 年頃の路原分校昭和 40 年頃の路原分校
昭和 39 年頃の運動会

昭和 37 年の旧本校舎

昭和 52 年
新校舎完成

平成 2 年
新校舎完成

明治 19 年
小学校令公布

（敬称略）

特 集
閉

 校
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今津西小学校での最後の運動会（平成 26年９月）

豊
か
な
自
然
と

温
か
い
地
域
の
人
々
に
囲
ま
れ

個
に
応
じ
た
学
習
指
導
と

豊
か
な
心
を
育
む
体
験
活
動
を
展
開

　
明
治
時
代
よ
り
１
４
０
年
あ
ま
り
に

渡
っ
て
２
０
０
０
有
余
人
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
、
地
域
の
核
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
今
津
西
小
学

校
。

　
多
い
と
き
に
は
２
５
０
人
を
越
え
た

児
童
も
、
過
疎
化
、
少
子
化
に
よ
り
激

減
し
、
近
年
は
児
童
数
数
名
の
県
下
最

小
規
模
の
学
校
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
西
小
学
校
で
は
そ
の
小
規
模
校
の
特

徴
を
活
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
豊
か
な
自
然
や
地
域

と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

保
護
者
・
地
域
の
人
と
共
に
取
り
組
む

農
業
体
験
学
習
。
地
域
の
人
を
招
い
て

行
う
学
習
発
表
会
、
収
穫
祭
。
地
域
住

民
、
地
域
に
あ
る
福
祉
施
設
、
学
校
が

合
同
開
催
で
行
う
西
地
区
合
同
運
動

今
津
西
小
学
校

会
。

　
小
学
校
が
地
域
の
人
々
の
交
流
の
場

に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
通
し
て
、
こ
の
地
域
の
歴

史
や
文
化
、
人
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
小
学
校
が
閉
校
す
る
こ
と
は
大
変
寂

し
く
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
西
小
を
核

に
し
て
培
っ
て
き
た
人
々
の
繋
が
り
を

大
切
に
、
新
し
い
西
地
区
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域のつながりを学んだサロン 昭和 57 年に竣工した校舎

閉
校
式
を
開
催
し
ま
す

　
次
の
日
程
で
今
津
西
小
学
校
閉
校

式
を
開
催
し
ま
す
。

　
代
表
と
な
る
恩
師
や
卒
業
生
の
代

表
の
方
か
ら
想
い
出
を
語
っ
て
い
た

だ
い
た
り
、
西
小
学
校
の
想
い
出
の

一
シ
ー
ン
を
写
真
で
綴つ

づ
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
上
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
卒
業
生
を
は
じ
め
、
保
護
者
・
地

域
・
恩
師
な
ど
皆
さ
ん
方
と
今
津
西

小
学
校
の
想
い
出
が
語
れ
る
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
28
日
土

今
津
西
小
学
校
体
育
館

９
時
30
分
～

場
所

　学校は学び舎でもあり地域住民と
集い繋がる場です。その繋がりを求
め都市部より当地区に移住して来ら
れる方もいらっしゃいます。
　しかし、少子高齢化が進み、児童
が減少する中、明治から平成の長き

今津西小学校ＰＴＡ
会長　是永　宙  これなが ひろし

今津西小学校統廃合準備委員会
委員長　栗田　俊栄  くりた としえ

今津西小学校 の 歴史

今津西小学校
校長　玉木　一成  たまき　かずしげ

今津西小学校
児童代表  ６年  是永　弥里 これなが みさと

　地域の人に見守られ、それを子ど
もたちがしっかりと感じ取りながら
成長してくれたことが、今津西小に
通っての最大の宝だと思っていま
す。
　今回の統廃合は本当に残念でなり
ませんが、今津東小学校と西地区と

　私の小学校生活は、机２つから始ま
りました。
　全校は６人でしたが、これから先何
か楽しいことが起こりそうな気がして
ワクワクしていたのを覚えています。
　自然に囲まれた今津西小学校で山菜

　四季折々の豊かな自然、地域の人の
温かな眼差し、教師の一言一言が子ど
もたちの心に染み通っていく教室。
　今津西小学校の教育には、他人を思
いやり、生命や人権を尊重し、自然や
美しいものに感動する「豊かな心」を

に渡り 2,000 人余りの卒業生を送り出した学び舎が今
なくなろうとしています。今まで西小学校を支えてくだ
さった地域の皆様に心より感謝申し上げます。また、学
校を核に今まで培った一人一人の絆を大切にし、これか
らの今津西地区を皆さんとともに創れたらと思いますの
で、今後ともご協力よろしくお願いします。

が、学校ぐるみで関われるような取り組みを提案し、実
現できるようにしていきたいと思っています。

育む活動が溢れていました。
　今津西地区には、子どもが素直にのびのびと育つ素晴ら
しい自然環境、人的環境がありました。
　子どもたちには、西小で培ってきた力を信じて、今津西
地区に住んでいることに誇りを持って、新しい学校生活を
送ってほしいと思っています。

採りや田植え、近くの山を登ったり、地域の人との行事や
サロンでの時間が大好きでした。
　友達が少ないのはさみしいけれど、私は今津西小学校に
通えたことを誇りに思っています。

明治９年 明治 19 年 明治 22 年 明治 26 年

天狭学校 簡易科
天狭小学校

三谷
第五小学校

天増川
尋常小学校

天増川
分教場

天増川
分校

明治８年

椋川学校 簡易科
椋川小学校

三谷
第四小学校

椋川
尋常小学校

椋川
分教場

椋川
分校

明治８年 杉山学校 明治 41 年 明治 41 年 昭和 16 年 昭和 22 年 昭和 33 年

潤徳学校 簡易科
保坂小学校

三谷
第一小学校

保坂
尋常小学校

三谷
尋常小学校

三谷尋常
高等小学校

三谷
国民学校

三谷
小学校

今津西
小学校

明治８年

角川学校 簡易科
角川小学校

三谷
第二小学校

角川
尋常小学校

角川
分教場

明治８年

深淵学校 簡易科
生見小学校

三谷
第三小学校

北生見
尋常小学校

北生見
分教場

北生見
分校

明治８年

日進学校

明治５年
学制制定

明治 19 年
小学校令公布

明治 22 年
町村制実施

明治 26 年
第２次小学校令

昭和 16 年
国民学校令公布

昭和２年閉校

昭和 36 年閉校

平成 20 年閉校

平成 16 年閉校

昭和 22 年
６・３制教育開始

日進学校

明治44年　三谷尋常

高等小学校卒業記念写真

大正 10 年撮影
椋川分教場 昭和17年頃の運動会子どもの多さに驚く

現在の今津西公民館の
位置にあった旧校舎 校舎新築後、初の運動会

この時期でも鼓笛隊が編

成

昭和 57 年
新校舎完成

明治 41 年
学制改革

←題字は、在校生の
子どもたちに一文字
ずつ書いていただき
ました。（敬称略）
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　人口減少が進む本市において、将来にわたり豊かで
美しい地域づくりを進めていくためには、地域の担い
手であり、まちづくりのパートナーとなる人材の誘致
が必要です。そして、地域を支え、共に助け合う関係
を築いていくために市民レベルでできることについ
て、移住・定住市民会議を設け検討してきました。
　「高島らしい働き方・暮らし方の発信」や、「移住者
受入れのためのネットワークの構築」、「地域でのキャ
リア教育の推進」など、5 つのプロジェクトを市民プ
ロジェクトと位置付け、多くの市民や事業所の方々に

　人と人とのつながりが、地域への定着に大きな意味を持つた
め、移住を計画している方や移住後間もない方の不安や疑問を
解消する仲間づくりのための交流会「高島コレカラネットワー
ク」を開催しています。この交流会の企画・運営をしていただ
けるボランティアスタッフを募集します。
　移住者も在住者も関わり、新しい人の輪をつなぎ、大きくし
ていく交流会を楽しく意義あるものにする企画・運営に関心の
ある方のご応募をお待ちしています。
　また、交流会の企画の参考にするため、次のとおりスタッフ
研修会を開催しますので、併せてご応募をお待ちしています。
　

▼募集人数　10 人程度　　 ▼応募締切　　月　　 日火

【　スタッフ研修会　】

▼日 時　　　月　　日日　７時 45 分  市役所本庁集合

▼研 修 先　兵庫県丹波市南中　（株）みんなの家
　　　　　　（Ｉターン専用シェアハウス、課題解決で起業）

▼参 加 費　無料（昼食代は自己負担とします。）

▼参加要件　企画スタッフ応募者に限る
※研修先までは市で手配する自動車で移動する予定です。

各募集に関するご応募先・お問い合わせは、企画調整課　☎（２５）８１１４まで

　地域を守り、維持するためには「新たな
地域の担い手」となる、移住者やＵターン
者を迎え入れることが欠かせません。
　現在、自然と関わる仕事や高島の環境の
中で暮らしたいと移住を希望される方が少
しずつ増えています。こうした方たちを迎
え入れるため、ボランティアで次のような
方を募集しています。

▼空き家や土地など住まい探しにご協力
いただける方（所有者への声かけなど）

▼農林水産業、狩猟などを希望する方へ
のアドバイスやサポートをしていただ
ける方

▼さまざまな仕事や働き方の情報提供や
相談に乗っていただける方

▼集落作業や行事、しきたり、農山村で
の暮らしを教えてくださる方

▼先輩移住者として移住経験や技術・ス
キルを活かしたサポートができる方

移住・定住ナビゲーター
募集 !!

高島コレカラネットワーク
企画スタッフ募集 !!

３

高島市観光物産プラザと
こ
ろ

３ 15

10

３月 13 時 30 分～日土14と
き

高島市への移住＆　  ターン !!  フォーラムＵ
ユ ー

○高島への移住・Ｕターン推進アクションプランの紹介
○パネルディスカッション
○ゲストトーク
　　ゲスト　藤岡　慎二さん（株式会社ＧＧＣ代表取締役／総務省地域力創造アドバイザー ）

統廃合の危機にあった島根県立隠岐島前高校で、島外から多様な人材を招き入れて行う「島留
学」や、地域の大人を巻き込んだ「夢ゼミ」など、高校の魅力化に取り組んでおられます。

内
容

移住・定住ナビゲーター

ご賛同いただき、進めていきたいと思います。
　当日は、市民プロジェクトの概要紹介と、移住やＵ
ターンの推進についてパネルディスカッションを行
い、これから進める地域ぐるみの取り組みについて考
えます。また、ゲストに「島根県立隠岐島前高校魅力
化プロジェクト」に取り組まれている藤岡慎二さんを
お招きし、地域ぐるみで行う高校生のキャリア教育や
地元に戻り活躍する人材の育成に向けた取り組みにつ
いてもお話いただきます。

お知らせ拡大版

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
、

環
境
を
活
か
し
た
教
育
活
動
を
実
施
し

地
域
の
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
見
守
り
の

中
で
子
ど
も
た
ち
は
育
ち
、
学
ん
で
き

ま
し
た
。

　
想
い
出
深
い
学
校
が
な
く
な
る
事
は

皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
大
変
残
念
な
こ
と

で
あ
り
、
断
腸
の
思
い
で
あ
る
こ
と
と

お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
新
し
い
歴
史
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
今
ま
で
継
承
さ
れ
た

魂
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
学
校
で
た
く

さ
ん
の
友
達
と
心
身
と
も
に
健
や
か

に
、
そ
し
て
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

伝統を受け継ぎ

期待と希望をもち　未来へ・・・

学
校
跡
地
の
利
活
用

～
新
し
い
価
値
を
育
て
る

　
地
域
の
夢
の
舞
台
に
～

　
地
域
が
も
っ
と
元
気
に
活
性
化
し

て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
知

恵
を
出
し
合
い
夢
の
舞
台
と
な
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
平
成
27
年
度
末
に
閉
校
と

な
り
ま
す
広
瀬
地
区
を
含
め
、
学
校

跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

閉
校
後
の
学
校
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
地
域
の
皆
さ
ん
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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